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DX時代のPLM／BOM／PDMを用いた設計業務改善

はじめに

　当社は、設立20年を迎え、社名のごとくPLM専
業ベンダーとして事業を展開してきた。当初は、
各種グローバルPLM製品を用いて、主に自動車部
品業界でのPLMシステム構築に携わった。ご相談
の中には、PDM/PLMにより全体最適を目指すも、
製品設計部門内やわずかな関係部門に閉じられた
利用にとどまるケースも多く見られた。背景とし
て、「高額な維持運用コストにより利用者を増や

すことができない」、「複雑なパッケージ機能と各
種既存システムとの役割分担・連携ができず、適
用範囲が限定的となり利用率と効果が上がらな
い」といったものであった。そうした声をかなえ
る た め に、 独 自 の PLM ソ リ ュ ー シ ョ ン
「PLMconsole」を2010年にリリースした。

PLMconsoleの開発コンセプト・特徴・構成

1．開発コンセプト
　図1は、顧客の期待に対して、スクラッチでも
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顧客の期待 スクラッチ型

完全パッケージ型

業務への影響が小さい
自社の業務に合わせたシステムが構築可能

開発期間が長く、導入コストが高くな
りがち

短期導入、低コスト
必要な機能があらかじめ搭載されている
業務改善

自社の業務を変更しなくてはらない可能
性がある
機能にないものを実装する場合、かえっ
て高コストとなるベストプラクティス方式の導入で業務改善を

図ることができる

自社の業務に合わせたシステムが構築可能
他システム、既設システムとの連動が可能

必要な機能があらかじめ搭載され、機能にな
いもの、仕様が違うものはアドイン開発を低
コストで行える

パッケージ導入で業務を最適化したい企業に
ついては、標準機能により業務改善が実現
可能

セミオーダー型　＜PLMconsole＞

業務への影響が小さい 短期導入、低コスト 業務改善

メリット デメリット

メリット デメリット

自社の業務に適合したシステムを
使いたい

短期間・低コストで導入したい

ベストプラクティスを導入し業務を
改善したい

図1　PLMconsoleの開発コンセプト


